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１ お伝えしたいこと

・筋違いが使用されていません。

・新潟県産の杉は、

住宅の構造材の強度が有ること、

耐用年数が長いことが解ります。



２ リフォーム前

・リフォーム施工前の１階の写真です。

・木材の全てに杉が使用されています。

・明治初期築の下町の民家で、おおよそ
150年が経過しています。

・新潟県産の杉は耐用年数が長いことが
解る実例です。

・阿賀野川上流域から運ばれた杉で建てられた
可能性のある民家です。
ここではこの杉を、「新潟県産の杉」と
記載しています。



３ 表札の取付方法

・桜井木材建築㈱に伝わっている表札の
取付方法です。

・表札の取付けの加工が特徴的です。

・写真は表札の裏側の取付けの加工
状況です。

・桜井木材建築㈱の創業は江戸時代中期
です。



表札の取付方法

表札を取付ける住宅側です。



４ 床下の大引組

・ 床下の大引組が、全国でも珍しい
工法にしてありました。

・畳を外した床板から土台石までの
大引組が見えています。
畳
床板
床垂木
床大引：江戸時代の建物の古材が

使用されています。
床大引台：通常は施工しない珍しい

工法です。 床板



床下の大引組

畳を外した床板から土台石までの
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床板
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５ １階の畳下床板

・床板に手挽の跡があります。

・１階の畳下床板は並六分厚材を
手カンナで四分五厘位に
仕上げてありました。



６ 畳下床板を並六
分厚、四分五厘位へ
仕上げる方法

・板を手挽する時、正四分板の木取りを
するのにスミ掛けを六分にし、
そのスミに添ってノコを入れ挽いた。

・並六分板として注文し、大工が
手カンナで四分五厘に仕上げていた。



７ １階の畳下床板に
長さ３尺、巾５寸の材
が使われています

・長さ３尺、巾５寸の畳下床板に
たわみや歪みが無い様子から、
新潟県産の杉に強度の有ることが
解ります。

・畳下床板の長さ３尺は、畳下床板の
下に１尺５寸間隔で垂直に取り付けて
ある床垂木の間隔にぴったりの長さ
としてありました。

床板床垂木

床大引

床大引台

3尺



８ 余すことなく材木
を使ってあります

余すことなく材料を使っていた様子から、
当時、庶民にとっての木材の価格は高額
だったことが解ります。



９ 床大引

床大引は丸太をマサカリで叩いて

ソマ角にして使用してありました。

床大引



10 床大引台

・通常は床大引台を施工しません。

・昔は土台石に自然石を用いて床組した
ので、床組みが変形しないように
床大引台を用い、床組みを丈夫に
していました。

・皮付の丸太は虫が入るのですが、
床大引台に杉の皮が有りました。



11 参考
近年の床組の施工

・床垂木、床大引の近年の施工状況です。

床垂木床大引



12 化粧差鴨居

・１階の化粧差鴨居です。

・当時、庶民にとっての木材の価格は凄く
高額だったことから、差鴨居の表面に
薄い化粧板を膠で張ってあります。

・差鴨居のある部屋は、地震による建物の
狂いが見られませんでした。



化粧差鴨居

差鴨居の右側に表面に張ってある
薄い化粧板が見えます。



化粧差鴨居

差鴨居の表面に薄い化粧板を張って
あります。



13 土台石を新潟地
震後にブロックで仮
修理してありました

・コンクリートの束根石は水を吸います。
なので束根石には適しません。

・ブロックを横に使用する時は水を吸
っても、上まで水は上がりません。
ブロックを横に使用する方法は束根石
に適することが、桜井木材建築㈱に
伝わっていました。



14 江戸時代製作と
思われる安田瓦が
１枚出てきました

・江戸時代製作と思われる瓦が
残っていたことから、安田瓦の高い
耐久性が解ります。

・瓦の下に土を敷いて葺く、
土葺（どぶき）用の瓦です。

・土葺用瓦の構造
屋根タルキー野地板一手ハギ木羽一
真士一瓦葺



1５ 土葺用の焼瓦
(平瓦)に何も細工
されていません

・釉薬は使われていません。

・銅線で瓦を固定する以前の瓦で、
穴もありません。


